
明
治
十
三
年
二
月
九
日
」

こ
の
よ
う
に
種
々
の
学
歴
の
人
々
が
医
術
開
業
試
験
の
受
験
の
た

め
に
済
生
学
舎
に
学
ん
で
い
た
。

（
日
本
医
科
大
学
）

地
緒
方
惟
準
一
一
随
上
医
学
修
業
。

テ
医
学
修
業
罷
在
候
也
。

士
族
成
矢
正
景
二
十
三
年
二
ヶ
月

一
、
明
治
七
年
九
月
ヨ
リ
明
治
八
年
十
二
月
迄
、
高
知
病
院
二
於

テ
医
学
修
業
。

一
、
九
年
六
月
ヨ
リ
‘
本
郷
元
町
壱
丁
目
壱
番
地
、
済
生
学
舎
二
於

一
、
同
九
年
二
月
ヨ
リ
同
五
月
迄
東
京
駿
河
台
南
甲
賀
町
十
七
番

野
口
英
世
の
伝
記
類
は
多
く
、
そ
の
人
物
業
績
評
価
も
多
様
で
あ

る
が
、
基
幹
と
な
る
医
術
開
業
試
験
に
つ
い
て
さ
え
、
未
だ
解
明
さ

れ
て
い
な
い
・

野
口
の
受
験
し
た
医
術
開
業
前
期
試
験
は
、
明
治
二
九
年
四
月
二

一
日
付
、
内
務
省
告
示
第
三
九
号
に
よ
る
。
中
外
医
事
新
報
は
三
九

七
号
で
「
本
年
第
二
回
東
京
医
術
開
業
学
説
試
験
及
開
業
試
験
（
十

月
分
）
学
説
日
割
左
の
通
り
定
め
ら
れ
た
り
」
と
し
、
前
期
日
程
を

十
月
十
二
・
三
日
（
受
験
番
号
一
’
二
四
○
）
、
十
四
・
五
日
（
二
四
一

’
四
七
五
）
十
六
・
七
日
（
四
七
六
’
七
一
○
）
と
報
じ
て
い
る
。
野
口

の
前
期
試
験
合
格
証
書
は
第
六
八
号
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
よ
り
推
定

す
る
と
、
受
験
日
は
十
月
十
二
・
三
日
か
十
四
・
五
日
の
何
れ
か
と

な
る
。
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後
期
試
験
は
、
内
務
省
告
示
第
三
九
号
で
「
明
治
三
十
年
第
二
回

医
術
開
業
試
験
竝
薬
剤
師
試
験
挙
行
ノ
地
及
期
日
左
ノ
通
り
相
定

ム
。
明
治
三
十
年
五
月
六
日
。
内
務
大
臣
伯
爵
樺
山
資
記
。
医
術

開
業
試
験
、
東
京
府
下
東
京
市
十
月
一
日
。
京
都
府
下
京
都
市
十
一

月
八
日
。
熊
本
県
下
熊
本
市
十
月
十
五
日
」
と
公
告
さ
れ
た
。
こ
れ

に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
試
験
場
、
日
程
、
試
験
問
題
を
、
中
外
医
事
新

報
四
二
二
号
（
明
治
三
十
年
十
月
二
十
日
）
で
次
の
様
に
報
じ
て
い
る
。

本
年
第
二
回
東
京
医
術
開
業
試
験
は
、
去
る
四
日
よ
り
永
楽
病
院

内
な
る
試
験
所
に
於
て
挙
行
せ
ら
れ
た
り
ｃ
そ
の
問
題
及
日
程
左
の

如
し
（
後
期
）
十
月
四
・
五
・
六
日
、
八
・
九
・
十
日
と
し
て
い
る
。

東
京
試
験
場
に
於
け
る
後
期
分
成
績
は
、
受
験
者
一
二
一
九
名
（
内

実
地
出
願
者
三
○
○
名
）
の
中
、
疾
病
事
故
等
の
欠
席
者
九
五
名
。
中

途
欠
席
三
九
名
。
退
場
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
一
名
で
、
試
験
完
了
者
一

○
八
四
名
の
中
、
及
第
者
二
二
四
名
（
内
実
地
出
願
者
一
三
五
名
）
、
学

説
合
格
承
認
証
交
付
者
二
二
名
で
あ
る
。
野
口
の
後
期
試
験
合
格
証

が
、
十
月
受
験
、
第
一
五
四
号
で
あ
る
か
ら
、
十
月
後
半
分
の
受
験

と
な
り
、
従
っ
て
試
験
問
題
は
次
の
通
り
と
な
る
。

十
月
八
日
、
外
科
学
、
目
凛
疽
の
原
因
、
症
候
、
療
法
。
口
下
気

管
切
開
術
適
応
症
術
式
及
後
治
法
。
白
膿
潰
性
乳
房
炎
の
原
因
、
症

候
誇
療
法
。
薬
科
学
、
目
安
知
必
林
の
理
化
学
的
性
状
、
生
理
作

用
、
医
治
効
用
、
用
量
及
極
量
。
ロ
駆
虫
剤
の
名
称
、
生
理
的
作

用
、
医
治
効
果
、
各
品
の
用
量
及
二
個
の
処
方
。
九
日
、
内
科
学
、

㈲
腸
管
内
寄
生
虫
の
名
称
及
其
簡
単
な
る
症
候
は
如
何
。
口
赤
痢
病

の
症
候
、
鑑
別
及
療
法
。
白
肺
気
腫
の
症
候
、
療
法
及
気
管
枝
喘
息

と
の
鑑
別
。
眼
科
学
、
日
角
膜
全
葡
萄
踵
の
定
義
及
其
続
発
症
。
口

視
神
経
乳
頭
陥
没
の
種
類
及
其
診
断
法
。
十
日
、
産
科
学
、
㈲
妊
娠

の
徴
候
。
ロ
足
位
回
転
術
の
適
応
及
術
式
。

京
都
試
験
場
の
成
績
は
、
受
験
完
了
者
一
九
一
名
中
、
合
格
者
二

一
名
。
熊
本
試
験
場
受
験
者
二
六
名
中
、
合
格
五
○
名
で
あ
り
、

総
受
験
完
了
者
一
三
九
一
名
中
、
合
格
者
二
九
五
名
、
合
格
率
は
四

・
七
倍
で
あ
る
が
、
実
地
試
験
の
桑
の
受
験
者
を
除
外
す
る
と
、
総

受
験
者
一
○
○
七
名
中
合
格
者
二
二
名
と
な
り
、
合
格
率
は
約
九

倍
と
な
る
。

こ
れ
に
対
し
、
奥
村
鶴
吉
『
野
口
英
世
』
は
、
「
：
…
・
後
期
試
験

の
受
験
者
八
○
名
中
の
合
格
者
は
僅
に
四
人
だ
け
で
あ
っ
た
。
立
花

為
太
郎
（
富
山
県
士
族
）
松
田
正
道
（
長
野
県
士
族
）
小
川
保
次
郎
（
鳥

取
県
士
族
）
野
口
英
世
（
福
島
県
平
民
）
。
そ
れ
が
愈
々
公
表
さ
れ
た

時
、
こ
こ
に
医
師
の
資
格
を
得
た
四
人
は
直
ち
に
そ
の
記
念
撮
影
を
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し
た
…
…
」
と
し
て
い
る
。
湯
浅
謹
而
『
野
口
英
世
』
も
こ
れ
と
殆

ん
ど
同
文
で
あ
る
が
、
松
田
正
直
を
長
崎
県
士
族
と
し
て
い
る
。
筆

者
の
閲
読
し
得
た
野
口
伝
は
全
て
で
な
い
が
、
こ
の
記
載
に
追
従
、

右
四
名
の
氏
名
を
列
記
し
て
い
る
も
の
に
、
小
村
剛
史
、
筑
波
常
治

『
野
口
英
世
』
、
渡
辺
淳
一
『
遠
き
落
日
』
な
ど
が
あ
る
。
八
○
名
中

四
名
合
格
と
の
象
記
し
た
も
の
に
、
丹
実
『
野
口
英
世
の
生
涯
』
、

小
泉
丹
、
中
山
茂
、
プ
レ
セ
ッ
ト
『
野
口
英
世
』
等
が
あ
る
。
後
期

試
験
合
格
の
桑
を
記
し
た
も
の
に
、
東
京
歯
科
医
学
専
門
学
校
編

『
野
口
英
世
そ
の
生
涯
及
業
績
』
、
エ
ク
ス
タ
イ
ン
、
志
賀
潔
、
宮
島

幹
之
助
、
中
井
久
夫
、
渡
辺
得
治
郎
、
高
橋
進
等
の
も
の
が
あ
る

が
、
こ
れ
ら
著
者
の
殆
ん
ど
は
伝
記
作
家
で
は
な
い
が
、
著
述
が
昭

和
八
年
奥
村
本
刊
行
以
前
の
も
の
で
あ
る
。

受
験
者
八
○
名
中
合
格
者
四
名
と
し
た
、
奥
村
説
の
論
拠
が
何
処

に
あ
る
の
か
、
今
日
明
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
奥
村
本
発
行
以
来
、

こ
れ
が
野
口
伝
の
定
本
と
さ
れ
た
た
め
、
以
来
野
口
伝
類
書
の
多
く

が
こ
の
誤
り
を
追
従
し
て
い
る
。
更
に
、
前
記
松
田
正
直
に
つ
い
て

は
、
合
格
発
表
名
簿
に
記
載
が
さ
れ
て
い
な
い
。
八
○
名
中
四
名
説

は
、
合
格
発
表
直
後
の
撮
影
と
さ
れ
て
い
る
記
念
写
真
に
係
り
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
含
め
検
討
す
る
。
（
京
都
大
学
）

昨
年
第
十
九
回
本
学
術
大
会
で
、
わ
れ
わ
れ
は
わ
が
国
で
Ｘ
線
歯

科
診
断
を
最
初
に
紹
介
発
表
し
た
の
は
、
「
湖
柳
生
」
こ
と
野
口
英

世
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
原
著
に
つ
い
て
も
報
告
し
た
。

ま
た
わ
が
国
と
諸
外
国
で
最
初
期
の
研
究
者
た
ち
が
、
苦
心
し
て

歯
科
診
断
へ
の
道
を
模
索
し
た
情
況
と
も
国
○
国
ｑ
に
つ
い
て
概
説
し

ブ
ー
ト
Ｏ

今
回
が
独
・
英
・
米
の
初
期
研
究
者
た
ち
が
、
Ｘ
線
撮
影
装
置
の

改
良
に
取
組
ん
だ
道
筋
を
た
ど
り
、
診
断
に
活
用
で
き
る
程
度
の
歯

科
Ｘ
線
像
を
得
る
た
め
の
努
力
の
軌
跡
を
追
求
し
た
結
果
を
報
告
す

マ
匂
○

今
回
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
最
初
の
発
見
か
ら
お
よ
そ
十
五
年
の
期
間

62
1

最
初
期
歯
科
Ｘ
線
診
断
学
の
文
献
的
研

究
（
そ
の
二
）

ｌ
機
器
、
フ
ィ
ル
ム
、
露
出
時
間
等
に
つ
い
て
Ｉ

○
塩
津
二
郎
・
森
山
徳
長
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